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第
百
八
号 

平成３０年 
日本会議東海ブロック 
前期理事会開催さる 
❑去る6月22日、岐阜市金神社において東海ブ
ロック理事会が開催された。岐阜、長野、三重、
静岡、愛知より代表者が集って、平成30年前期
の運動方針提起を受け、審議があった。終了後
は、同会場にて懇親会もあり各県同士より意見
交換が活発に行われた。 

第２回小選挙区 
実務者会議開催さる 
❑去る6月27日、名古屋都市センターにおいて小
選挙区実務者実務者会議が開催さ れた。国会
議員・地方議員23名（代理含む）と民間団体代表
10名の出席があり、 国政の現状報告と今後の運
動方針について提起があり、その後審議に入った。 
憲法審査会が休眠状態にある厳しい状況ではあ
るが、国民運動のうねりによって閉塞状況を突破し
て行くことを誓い合った。 

御寺泉涌寺（みてらせんにゅうじ） 

平成３０年度総会に参加 
❑去る6月29日、京都市東山区にある御寺泉涌寺の平成
30年度総会が開催された。総裁宮であらせられる秋篠宮
同妃両殿下の御台臨の栄を賜り、御手洗富士夫会長はじ
め多くの会員の参加のもとに執り行われた。日本会議愛知
県本部からは田畑和紀氏、他１名と私、松川秀康が参加さ
せていただき、誠にありがたい時間を過ごさせていただいた。 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■８月５日（日）午前８時開始。 ※清掃奉仕終了後、
９時より「月参り」に参列いただけます。 
■引き続き９月２日（日）午前８時開始とします。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社殿
の木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨
は中止になりますが疑わしい天気の場合には、現場
責任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

 （７月１日  奉仕後に撮影） 
●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
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（六
月
）  
 
 
 
 
 
 
   

  

服
部
守
孝 

丹
生
川
上
神
社
下
社
、
中
社
の
参
拝
を

終
え
、
そ
し
て
い
よ
い
よ
上
社
に
向
か

い
ま
す
。
上
社
は
吉
野
郡
川
上
村
に
あ

り
ま
す
。
下
社
と
中
社
の
ち
ょ
う
ど
中

間
地
点
に
あ
り
ま
す
。
中
社
か
ら
は
約

三
十
分
で
着
き
ま
し
た
。
丹
生
川
上
神

社
上
社
と
黒
字
で
染
め
ら
れ
た
黄
色
い

幟
が
無
数
に
立
っ
て
い
て
に
ぎ
や
か
な

雰
囲
気
で
し
た
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

さ
て
こ
れ
か
ら
陵
墓
参
拝
で
す
。
こ

こ
川
上
村
に
二
カ
所
、
さ
ら
に
南
下

し
た
上
北
山
村
に
一
か
所
、
今
日
中

に
こ
の
三
カ
所
を
参
拝
し
ま
す
。
一

カ
所
目
は
丹
生
川
上
神
社
上
社
か
ら

山
の
奥
の
方
へ
ほ
ど
な
く
走
っ
た
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
川
上
陵
墓
参
考

地
で
す
。
被
葬
者
は
後
醍
醐
天
皇
の

女
御
で
後
村
上
天
皇
を
お
産
み
に

な
っ
た
た
め
尊
称
皇
太
后
と
さ
れ
た

藤
原
廉
子
で
す
。
合
掌
。 

隣
に
は
、
自
天
親
王
神
社
と
い
う
神

社
が
あ
り
ま
し
た
。
二
礼
二
拍
手
一

礼
。
何
の
ご
由
緒
書
き
も
な
い
の
で

こ
の
時
点
で
は
ど
う
い
う
い
わ
れ
の

神
社
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
は
同
じ
川
上
村
内
で
国
道
一
六
九

号
線
を
十
キ
ロ
ほ
ど
南
下
し
た
と
こ

ろ
に
あ
る
金
剛
寺
と
い
う
お
寺
の
境

内
に
あ
り
ま
す
。
後
村
上
天
皇
の
皇

末
孫
河
野
宮
墓
で
す
。
階
段
を
登
っ

た
と
こ
ろ
に
お
墓
が
あ
る
の
で
す
が
、

登
り
口
に
向
か
っ
て
左
に
は
「
後
亀 

に
感
動
せ
し
め
た
。 

十
八
日(

月)

午
前
八
時
、
大
き
な
揺
れ
を

感
じ
た
。
震
源
地
は
大
阪
北
部
と
の
事
。

そ
の
後
の
報
道
で
、
小
学
生
が
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
倒
壊
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
と
知
る
。

ご
両
親
の
悲
し
み
如
何
ば
か
り
か
を
偲
ぶ
。 

二
十
日(

水)

戦
争
展
企
画
会
議
を
開
催
。

本
年
の
展
示
パ
ネ
ル
の
最
終
確
認
と
運
営

体
制
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。 

二
十
一
日(

木)

政
経
倶
楽
部
主
催
に
よ
る

李
久
惟
氏
講
演
会
に
参
加
。
李
氏
は
親
日

の
台
湾
青
年
。
七
年
前
に
知
己
を
得
て
親

し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
来
た
。
現
在
は

拓
殖
大
学
客
員
教
授
と
沖
縄
の
専
門
学
校

講
師
を
務
め
ら
れ
、
多
忙
な
日
々
を
送
ら

れ
て
い
る
。
講
演
で
は
日
本
の
台
湾
統
治

の
歴
史
と
、
同
時
代
に
生
き
た
日
台
両
国

人
の
心
の
交
流
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。
終

了
後
の
懇
親
会
で
は
、
旧
交
を
温
め
た
。

翌
早
朝
に
は
沖
縄
に
戻
ら
れ
る
由
。 

二
十
二
日(

金)

日
本
会
議
東
海
ブ
ロ
ッ
ク

理
事
会
が
岐
阜
市
金
神
社
で
開
催
さ
れ
た
。

岐
阜
、
三
重
、
静
岡
、
長
野
、
愛
知
の
五

県
よ
り
代
表
が
集
い
、
平
成
三
十
年
前
期

国
民
運
動
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。 

二
十
七
日(

水)

第
二
回
小
選
挙
区
実
務
者

会
議
を
開
催
。
国
会
議
員
・
地
方
議
員
二

十
三
名
（
代
理
者
を
含
む
）
、
民
間
団
体

よ
り
十
名
の
出
席
者
が
あ
り
、
国
政
の
現

状
報
告
と
今
後
の
運
動
方
針
に
つ
い
て
審

議
が
あ
っ
た
。 

 

三
日(

日)

第
一
〇
五
回
愛
知
県
護
国
神

社
清
掃
奉
仕
会
に
参
加
。
境
内
に
は
あ

じ
さ
い
の
花
が
見
事
に
咲
い
て
お
り
、

御
神
田
に
は
早
苗
が
植
え
ら
れ
て
い
た
。

夕
方
は
、
高
橋
基
さ
ん
の
結
婚
祝
賀
会

に
参
加
。
高
橋
さ
ん
と
は
、
愛
知
竹
田

研
究
会
発
足
当
初
か
ら
の
友
人
で
あ
る
。

会
場
に
は
多
く
の
祝
賀
客
が
駆
け
つ
け

て
、
盛
大
な
会
と
な
っ
た
。 

十
日(

日)

世
論
の
会
・
頑
張
れ
日
本
合

同
総
会
に
参
加
。
本
会
会
員
も
多
く
参

加
さ
れ
て
お
り
、
挨
拶
を
交
わ
す
。 

十
七
日(

日)

学
生
運
動
時
代
の
仲
間
が

久
し
ぶ
り
に
名
古
屋
で
講
演
さ
れ
た
。

卒
業
後
、
立
場
は
違
え
ど
も
、
お
互
い

に
志
は
持
続
し
展
開
し
て
き
た
。
講
演

で
は
、
人
生
の
師
と
し
て
仰
い
で
き
た

御
遺
文
を
紹
介
し
な
が
ら
の
切
々
と
し

た
心
情
吐
露
は
、
聞
く
者
を
し
て
大
い 

陵
墓
参
拝
記 

そ
の
四
十
二 

山
天
皇
玄
孫 

南
帝
自
天
皇
陵
」
と
い

う
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
左
側
に
は

尊
秀
王
墓
と
い
う
お
墓
が
あ
り
ま
す
。

当
然
南
朝
方
に
関
連
し
て
い
る
方
々
な

の
で
し
ょ
う
が
や
は
り
説
明
書
き
な
ど

が
な
い
た
め
わ
か
り
ま
せ
ん
。
合
掌
。 

お
墓
は
本
堂
の
西
側
に
あ
り
ま
し
た
が
、

本
堂
に
は
「
後
南
帝
菩
提
所
」
と
い
う

木
の
札
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
東
側
に
は
神
社
と
宝
物
庫
の
よ
う
な

も
の
が
建
っ
て
い
ま
す
。
奥
の
方
に
あ

る
神
社
は
「
南
帝
一
之
宮 

自
天
親
王

神
社
」
先
程
の
川
上
陵
墓
参
考
地
の
隣

の
神
社
と
同
じ
名
前
で
す
。
二
礼
二
拍

手
一
礼
。 

 

三
つ
目
の
水
の
霊
、
ヒ
ス
イ
を
手
に
入

れ
て
水
神
力
守
の
完
成
で
す
。 

こ
こ
川
上
村
は
平
成
二
十
六
年
に
「
第

三
十
四
回 

豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
～

や
ま
と
～
」
が
開
催
さ
れ
天
皇
皇
后
両

陛
下
が
ア
マ
ゴ
の
稚
魚
と
親
ア
ユ
を
こ

こ
上
社
の
眼
下
に
あ
る
お
お
た
き
龍
神 

湖
に
御
放
流
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時

の
御
放
流
台
が
境
内
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

神
社
と
向
き
合
う
よ
う
な
形
に
立
っ
て

い
る
宝
物
庫
の
扉
に
は
黄
金
の
菊
の
御

紋
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
も

こ
の
お
寺
は
か
な
り
南
朝
方
と
深
く
関

連
し
て
そ
う
で
す
。 

宮
墓
で
す
。
車
で
更
に
四
十
分
ほ
ど
国
道

一
六
九
号
線
を
南
下
し
ま
す
。
そ
し
て
上

北
山
村
役
場
辺
り
か
ら
左
に
折
れ
、
北
東

方
向
に
三
分
ほ
ど
走
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る

瀧
川
寺
と
い
う
お
寺
の
境
内
に
北
山
宮
墓

が
あ
り
ま
し
た
。
合
掌
。 

 
 
 
 

 
 
 

 

次
号
に
続
く 

 
 
 

愛
知
県
本
部
事
務
局 

松
川
秀
康 

本
日
最
後
の
目
的
地
、
吉
野
郡
上
北
山

村
に
あ
る
後
村
上
天
皇
の
皇
末
孫
北
山 


